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序文

遠山瓜ヶ作谷遺跡及び遠山瓜ヶ作台遺跡が所在する横芝町は、千葉県の北東

部に位置し、下総台地北東部の一角を形成しています。 温暖な気候と緑豊かな

向然に恵まれ、台地には 3 万年前の先土器時代から悠久の膝史が刻まれていま

す。

成田空港開港を契機として、周辺地域である横芝町にも、空港に関連する開

発、ゴルフ場造成、工業団地造成などの開発が行われるようになりました。 し

かし、先人が残した貴重な文化遺産が失われてきていることも、また事実です。

私たちは、文化財保護と開発との調和を図りつつ、こうしたものを後世の人々

に伝えていかなければならないと思っています。

遠山瓜ヶ作谷遺跡及び遠山瓜ヶ作台遺跡は、有*-'1-道路建設に先立ち、発掘調

査されました。 本書はその調査成果をまとめたものです。 遠山瓜ヶ作谷遺跡で

は谷部に形成された古墳時代後期における集落の一様相が明らかになりまし

た。

本書が今後、研究資料の提示にとどまることなく、より多くの方々に地域史

の理解を深める資料として活用されることを願うとともに、文化財保護思想の

j函養に役立つことを期待します。

最後になり ましたが、 今回の調査の実施にあたり御指導、御協力を賜りまし

た関係諸機関並びに関係者各位に心より感謝申し上げます。

平成15年12月

財団法人山武郡市文化財センター

理事 長小倉 幸
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をおやま う " がき〈たに とおやま う " がき〈だい

1 本書は、銚子連絡道建設事業に先立つ遠山瓜ヶ作谷遺跡及び遠山瓜ヶ作台遺跡の埋蔵文化財発掘調査報

告書である 。

2 遠山瓜ヶ作谷遺跡は千葉県山武郡横芝町遠山字瓜ヶ作77番地他に、遠山瓜ヶ作台遺跡は同町遠山字瓜ヶ

作74- 1 寄地他にそれぞれ所在する。

3 調査は、千葉県道路公社の委託により、千葉県教育委員会及び横芝町教育委員会の指導を得て、財団法

人山武郡市文化財センターが笑施した。

4 発掘調査面積は、 下記の通りである。

遠山瓜ヶ作谷遺跡 確認調査面積 (上層) 2.700ぱの 10% (下層 ) 2.700rrîの 4 %

本調査商積 (上層) 1.280ぱ

遠山瓜ヶ作台遺跡 確認調査面積 (上層) 3.8∞rrîの 10% (下層) 3.800rrîの 4 %

5 調査及び整理・報告書作成のJtlJ聞は下記の通りである。

遠山瓜ヶ作谷遺跡 確認調査期間 平成13年 2 月 2 日~平成13年 2 月 28 日

本調査期間 平成13年 3 月 1 日~平成13年 3 月 29 日

整理期 間 平成15年 5 月 1 日 ~平成15年 6 月 30 日

遠山瓜ヶ作台遺跡 確認調査期間 平成13年 2 月 5 日 ~平成13年 3 月 14 日

整理期 問 平成15年 5 月 1 日 ~平成15年 6 月 30 日

6 発掘調査は、調査課長 大野康男の指導のもと、調査係長 渡違修司 (遠山瓜ヶ作谷遺跡) 、調査研究

員 岩崎 祥 (遠山瓜ヶ作台遺跡) が担当し、整理・報告書の作成は、調査課長 土屋淵一郎の指導のも

と、 主任調査研究員 吉田直哉・稲見英輔が担当し、調査課全員の協力を得た。

7 本書の執mは、第 1 章第 2 節 ・ 第 3 章第 1 節を稲見、それ以外を吉旧が行い、土屋が加筆 ・ 補正 した。

8 挿図の第 1 図は、 国土地理院発行の1125.000の地形図 「多古」 「成東」 を使用して作成した。

9 挿図の第 2 図は、平成元年椴芝町発行の112.500 r横芝町 7J 「横芝町 8 J 「横芝町12J を使用し

て作成した。

10 出土造物、実測原図、 写真は、財団法人山武郡市文化財センターが管理保管している。

11 図版 1 に使用した航空写真は京葉測量株式会社の提供によるものである。

12 発掘調査及び整理作業にあたり、次の方々から多大なるご指導・ご協力を賜っ た。 ここに記して厚く御

礼申 し上げます。 (敬称略 .Im不同)

千葉県教育庁教育振興部文化財謀、横芝町教育委員会、渡辺修一、蜂屋孝之
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1 本書中の遺構番号は、 発掘調5眠時に付 した ものを使用した。 そのために、欠落した遺構番号もある 。

2 各実測図の縮尺は、次の通りである 。

遺構 竪穴住居跡 1180、椀立柱建物跡 111ω、上坑 (陥穴 1160、溝状遺構 11300 

造物 土器 1 /4、石製品 2/3 . 1/2、鉄製品114、土製支脚114、十製勾玉2/3、埴輪112

3 土居断而l図に付さ れた数仰は標高 (m ) を示す。

4 遺構の挿図のスクリントーン・ドットは下図の通りである。
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序取調査の概要

序章調査の概要

第 1 節発射訓査に至る経緯と経過

遠山瓜ヶ作行遺跡及び遠山瓜ヶ作台遺跡の所在した III武郡横芝町遠 111 'ナ'瓜ヶ作地先の土地について、平成

10年 1 月 26 日付けで、 千葉県道路公社より有料道路を建設する 旨、「担磁文化財の所在の有無及びその取扱

いについて(照会)J が横芝町教育委員会宛に提出された。 横芝町教育委員会では、千葉県教育委員会へ副

中し、‘l'成 JO年 2 月 25 1::1に照会地が純文時代から古墳時代後期にかけての散布地であるとの|司答を待た。 そ

の後、埋蔵文化財の取扱いについて、県教育委員会 ・町教育委員会 ・開発事業者での三者協議を行い、有料

道路の建設に先駆けて、遺跡の純|剖・性格を把握するための埋蔵文化財硲認調盆を行うことになった。

両遺跡における傑認調査は、 上層については線認制資対象面積の10%をトレンチ方式で、下附については

確認調査対象面積の 4 %をテスト・ピ ッ ト方式で制査した。 調査の結果、遠山瓜ヶ作谷遺跡では、時長穴住民

跡 3 軒、陥穴 3 基、土坑 1 基、機 6 条が散発的に検州 され、テンパコ 1 箱分の縄文土器古漬時代土師器・

須恵器片がw士し、当遺跡は、出墳時代後期を ::ic体とする集落跡であることがわかった。 - }j、逮 111瓜ヶ作

台遺跡は、時期l不明の溝 1 条を検出し、テンパコ l 箱分の縄文土器・古墳時代一同市器片がHr，土 したにとどま

った。 下層については、両遺跡、と も、遺構・造物の検11\ を見ていない。

この結栄に基づき、 再度、 三者協議がもたれ、遠山瓜ヶ作谷遺跡については全開発区域のうち遺構が密集

する 1，280m'について、記録保存の指置としての組織文化財上層本調査を行うこととなった。 また、遠 1 11瓜

ケ作台遺跡については、J!jl，蔵:文化財雑誌、調査をも って終 fする事となった。

確認・本調査を合む埋蔵文化財調査は、財団法人 1 11武郡市文化財センターが、 千葉県道路公社の委託を受

け、県教育委員会 ・ 阿l 教育委員会の指導のもとに実施した。 (横芝町教育委員会)

第 2 節調査の}J法

確認・本調査は、表土除去 ・ 遺構確認・実測・ 発掘(礁認、調査では首1 \分発掘・本調査では調査|メ全面発

掘) ・ 写Jf1Æi影という手順で行った。 表土除去は、地形や遺跡の性絡、逃椛の分布などに十分句通、して、重

機で行い、それ以後の調査過程は下作業で行った。

グリ ッ ドは、公共嵯標を基準にして、 40m方眼を大グ リ ッド、その中に 4m方眼の1∞個の小グリ ッ ドを設

定した。 グリッドは、大グリ ッ ドが北から I*iへ 1 ・ 2 . 3 、西から東へA ・ B'C と呼称し、小グリッドが

00-99 ま で衣記した。

第 3 節遺跡の位置と周辺の地形 (第 1 . Z 肉、第 l 表)

遠山瓜ヶ竹谷遺跡及び遠山瓜ヶ作台遺跡 (第 I 図 l ・ 第 2 凶)は、栗山川谷河口付近の左岸松尾台 ・ 遠山

支台に位置する 。 遠山支台は、東側から栗山川谷 ・ 姥山文谷に開析を受けた京)j向にのびる舌状台地である 。

遠 111瓜ヶ作谷逃跡は、遠山支台の西側の瓜ヶ作文谷に \'，地する 。 標高は、 18-28m を測り、台地音1\の北東

方10)から I~i凶方10)に向けて緩やかに傾斜する。

遠山瓜ヶ作台逃跡は、舌状台地である遠11 1支台の南側先端部に属する馬の背状の台地上に立地する。 標高

30-40m を測る。

周辺の遺跡の分布を第 1 図に示し、そのうち調査された遺跡には帯号を記し、第 1 表にまとめた。

1 



。 (1 : 2，5∞) 
I 

100m 



第 1 表 周辺の遺跡地名表
除草調杏の概要

時 代

NO 遺跡名 種別 先土器 縄文時代 弥生 古墳 奈良 ・ 中 文 献

時代 草 早 前 中 後 晩 時代 時代 平安時代 近世

2 士山遺跡 集落跡 。 。 。

3 新起遺跡 包蔵地 。 。 平阿武部 1981

4 小池古墳群 古J/t 。 小杉佐藤山56

5 牛熊遺跡
貝塚、

。 。 清水叩臼
包戯地

6 高谷川遺跡 包蔵地 。 清水目53 円54、 戸村 1982

/ 上官台遺跡 民落跡 。 。 横芝町史編纂委員会 1975

8 小嵯畏'il;.城跡 城館跡 。
横芝町教育委員会 1973、

情藤 1978

9 鯉ヶ窪遺跡
包蔵地、

。 。 。 。 。 。 。 奥田高橋 19制
古墳

10 
芝山占I貰群

古墳 。
鈴木中村 1956、滝口 1956、

(中台古墳群) 千葉県教育庁工化課 1989

11 中台遺跡
包蔵地、

。 。 。 。 。
稲見 2削3、奥凶高橋叩86、

貝塚 田島 1987、平 1112師。

12 中台D遺跡 包蔵地 。 。

!3 中台上仇市A遺跡 集落跡 。 。 。

14 石作台遺跡 集落跡 。 。 。 慢性 J995

15 鴻ノ巣H塚 貝塚 。 。 稲村 1989 清水 1957 . 1967 

16 水戸台遺跡 集落跡 。 。 。 。 。 。 。
稲見 1992、西山他 1977、

萩原他 1 996

17 木戸台第貝塚 以塚 。 。
慶藤高校歴史研究会 1964 、

清水叩64

18 木戸古町風古墳群 古墳 。 。 。 。 。 。 萩原他 1996

19 両長山野遺跡 包蔵地 。 。 。 。 鈴木中村 19問、太山矢本 l開2

国) I 仁羅台遺跡 包蔵地 。 。 。 。 。 太同矢本 1992

21 ，t長山野遺跡
包蔵地、

。 。 。 。 。 。 道津 19悦}
1長落跡

22 東長山野遺跡 集落跡
平岡他 1983、道津 19明、

太田‘矢本 1992

23 中前遺跡 包蔵地 。 。 。 。 。 平間他 1983

24 振子上遺跡 集落跡 。 。 平間他叩83

25 山室城跡 城館跡 。 井上 l山2

26 赤羽恨遺跡 集落跡 。 。 。

27 A l li遺跡 集落跡 。 。 。 宮他ぬ02

28 中谷遺跡 集落跡 。 。 。 。 糸川他 2川I

29 大谷遺跡 1長落跡 。 。 。 。 。

30 四フ原遺跡
包蔵地、

。 。 。 。 。 。 。 。 宮他却o!
塚

31 干神塚群 塚 。 宮他 2刷l

32 遠山並塚遺跡 包蔵地 。 。

33 庚塚遺跡 包戯地 。 。 。 。 。 。

34 述 1.1 1大ノ作遺跡 包蔵地 。 。 。 奥山高橋 1986

清水印刷、鈴木 1962 . 1968、

35 山武姥I.LJ貝塚 貝壇 。 。 。 蔀 1989、藤村 1972、

渡辺 1992' 1996 

36 長倉経塚 塚 。 伊藤 1983、村山中両叩85

37 長倉宮脇遺跡 集落1* 。 。 伊藤 H問、村山中西 1985

38 荒久台遺跡 集落跡 。 。 。 伊藤 1981

39 故回城跡 域館跡 。 加藤柳 I同3

40 無木城跡 城館跡 。

41 染井遺跡 包蔵地 。 。 。 。 。 。

42 松尾域跡 域館跡 。
;rlj:保 [997 ・ 19993

1999b ・ 20∞a . 2α対日b

43 大堤古墳群 古墳 。 軽部 1957

44 宝本遺跡 包蔵地 。 。 。 。 。

45 す米古噴群 rl-iﾍA 。 杉 III 円67、平岡他 1989
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第 I 草遠山瓜ヶ作谷遺跡

第 1 章 遠山瓜ヶ作谷遺跡

第 1 節概要

標高18m-28mの谷部の緩斜而から、縄文時代の陥穴 3 基、古墳時代後期の竪穴住居 5 軒、槻立柱建物跡

1 棟、土坑 3 基、 i非状遺構 7 条が検山された。

また、調査区内から、縄文時代前期~晩期の純文土総が出土している。

第 2 節純文時代

第 1 項土ザL

今問の調公では、縄文時代の遺構として土坑が 3 基検出された。 いずれの土坑も陥穴の形態を呈している。

このことは謝査範囲が谷頭部に位置し、谷頭I原頭部からこれに続く緩斜面が狩猟域として利用されていたこ

とを示している。 また、各一上坑の主軸方向は地形図上のコンターラインとほぼ平行しており、いわゆる 「斜

面パターン」 の分布(注 1 、伊藤 1987) を呈している 。

D-OOl (第 4 lill 、 図版 4) 

3B - 75、 3B-85グリッドで検出された。 平面形は検出回・底面ともいびつな長楕円形を単する 。 規模は、

検出面の長径2.20m . 短径1.02m、底面の長径1.85m 短径O.4 m、検出而からの深さ 1.20m を測る 。

D -0 02 (第 4 肉、 lill版 4) 

2C - 17、 2C- 18グリッドで検出された。半面形は検出而・底面とも不捻楕円形を呈する。 規模は、検出

面の長径l.30m 短径0.83m、底而で長径1.30m . 短径0.5m、検出而からの深さ0.82mを測る 。

D-004 (第 4 図、医l版 4 ) 

3B - 72、 3B - 73グリッドで検出された。 平商形は検出面は長楕円形、底商は隅丸長方形を星する 。 規模

は、検出面の長径1.45m ・短径0.67m、底而の長径105m ・ 短径0.6m、検出而からの深さ0.95m を剖IJ る 。

出土遺物を 2 点図示した。 1 は l晩期終末の士協の胴昔日片である 。 表而に斜位の紺l箱、条艇を施文する 。 2 は

本跡の他土器片の一部が土師JYIの遺構であるH-004 と D・006からも出土した。 プライマリーな出土状況では

ない。 縄文時代中期後葉の加曽利E式土器の胸部片である。 遺存しているのは胸部下半の一部である 。 遺存

部分の復元胴径15cm、残存採高 7cmを測る。 全商に縄文を施文する。

本跡の構築年代は出土造物より l晩期終末の荒海 2 式j則以降であろう 。

第 2 項縄文土器

今回の調査では純文土総363}-\ーが出土した。 前JYJ -晩期終末まで若干の空白期をはさみ、複数の型式が認

められる。 大別すると下記のように分類される。 また ll\土数量比について第 2 表に示した。

l 群t:r.;品前期黒浜式士総 6 群十様後期加曽手IJ B式

2 群土紛前期諸磯式土器+ 7 群土日品 後期将谷式

3 群土日品 中期阿玉台式 8 群土比午 後期j安行 1 -2 式

4 群土器中期加曽利E式 9 群土器晩期安行 3 式

5 群土;{;): 後期婦之内式 10群土日号 晩JYJ荒海 2 式

時期ごとの分布や主な資料の 11\土位i~~や同ー個体資料について第 5 図~第 7 1'iZ1 に示した。 前J~J . 1 .1'則につ

いては、出土琵が少なかっ たため独立した図は作成せず第 5 図に併せて拘載した。

7 
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縄文土器の出土の傾向は全体としてグリ ッ ドからの出

土数より確認トレンチと土師期の遺構からの出土数が多

い。 これは、土師集落の確認薗が縄文土器の包含層中に

あり 、 この面より下層の遺物の分布があまり反映されて

いないためである。 放にトレンチ・土師期遺構 ・ グリ ッ

ド出土図の 3 者を複合的にみて時期ごとの分布傾向を読

みと っていただきたい (注 2 ) 。

本項末尾に出土傾向について若干ふれておいた。

また、土器の分類作業において前期・中期の土器は、

出土片数が少な く かっ小片も少なかったため識別も容易

であ っ たが、後期以降の土器は小片も多く時期の比定が

困難なものもあっ た。 また、指図作成後同一個体が判明

第 1 章 遠山瓜ヶ作谷遺跡

型 式 名 片数 % 個体数 % 重量(g)

構 1 群 馬浜式土器 2 0.6 1 0.5 93.7 

車 2群踏破式土器 0.3 1 0.5 3.5 

輯 3群阿玉台式土揖 19 5.2 17 8.5 293.9 

車 4 群加曽利E式土器 9 2.5 4 2 631.6 

第 5群堀之内式土器 20 5.5 3 1.5 257.6 

車 6群加曽手'JB式土器 81 22 44 22 1489.4 

117群圃苔式土器 6 1.7 6 3 234.6 

車 8群安行 1- 2 式士棒 24 6.6 24 12 657.9 

事6-8群型式不明小片 47 13 39 19.5 771.2 

119群安行3a式土揖 2 0.6 2 ,1 59.7 

1110群荒書式土器 104 29 36 18 2528.3 

時期不明小片 48 13 23 '‘ 5 
371.2 

合 酎 363 100 200 100 7392.6 

第 2 表 出土縄文土器時期別数量比

したり、時期の認定に変更があったため造物の番号や記載が挿図の順番通りにな らない個所がある。 御寛恕

願いたい。

1 群土器 (第 8 図 1 ・ 2 、図版 5 ) 

2 片出土した。 接合しないが同一個体である。 1 は内反気味に立ち上がる口縁部片。 口唇部は丸頭状を示

す。 2 はくの字状に頚部の括れる個体。付加縄の原体を縦位に施文し羽状効果を示す。 1 ・ 2 とも胎土に繊

維を含みこの時期の土器としては焼成がよい。 第 5 図に出土位置を図示 した (個体 1 )。 前期前半・黒浜式

に比定した。

2 群土器 (第10図的、図版 6) 

l 片のみの出土である。 小振りな精製土器の口縁部片。 幅狭の半裁竹管状工具による押引き文を 2 条横走

させている。 前期後半の土器に特有なザラついた器面を持つ。 前期後半・諸磯式に比定した。

3 群土器

19片・ 17個体分識別した。 小片を除き 10片を図示した。 中期前半・阿玉台式に比定。 施文等により A-C

の 3類に分類した。 第 5 図に代表的な造物の出土位置を図示する (個体 2 - 5 ) 。

A類 主に有節線文や角押文を有するもの。(第 8 図 3 ・ 4 . 6 、図版 5 ) 

3 . 4 ・ 6 とも平縁の口縁部片である 。 器形はいずれも頚部からやや内反気味に立ち上がり 口唇部に至り

強く外傾する。 口唇部の断面は角頭状を呈し、内面には稜が張り出す。 施文には 3 が三角形、 4 . 6 ・ 7 は

半円~三日月形の刺突具を用いている。 3 は刺突具を引きづり気味に押ヲ|く有節線文で、やや間隔をあけて

2 段にわたり巡らしている。 4 ・ 6 は隆起線に沿って 1 条の角押文を:容枠状に施す。 6 は口縁部~類部付近

について、 粘土棒を芯として垂下させ。 それを粘土の帯で囲っている。 4 も粘土の帯を添付しているが、遺

存部分には粘土棒の芯はみられない。 阿玉台 Ia式に比定した。

B 類 主に隆起線を有するもの。 (第 8 図 5 ・ 8 ・ 9 、図版 5 ) 

5 ・ 8 は口縁部片、 9 は胴部片である。 器形は 5 は小片のため詳し く 知り得ないものの、直立気味に立ち

上がり、口唇部が外傾するようである。 8 は頭部からやや内湾気味に立ち上がる。 口唇部の形状は 5 は三角

形、 8 は丸頭状を呈する 。 文様は 5 には空豆状の隆帯が添付する。 8 ・ 9 には縦位の陵起帯が施され、 8 は

Y字状を呈する。 5 ・ 8 の胎土中に雲母が含まれる。 阿玉台 Ia式に比定した。

C類 主に爪形文を有するもの。 (第 8 図 10- 12、図版 5 )
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第 2 節縄文時代

10は頚部、 1J は!間部、 12は口縁古1\片である。器形は10は緩く内i寄気味に立ち上がり、 11 ・ 12は緩く外傾す

る c 12の口唇部は丸頭状を呈する。爪形文はいずれも深くシャープに 1 条横位に施文する。 10 ・ 11は爪形文

の上位に 5 に添付されたものと同様な空豆状の隆帯が貼付する。いずれも胎土に雲母を含む。 爪形文の形態

により阿玉台 E 式に比定した。

4 群土器 (第 8 1主113 ・ 14、図版 5 )

9 片出土 し 4 個体分識別した。 小片を除き 21同体を図示した。 13は器形が胴張りする平縁のi架鉢である 。

抗定U径38.6cm、残存器高17cmを測る 。 施文は頚部に l 条の横線を巡らし以下に縄文を施す。 14は底部に

程近い胴部下位の破片である 。 1f(;);己胴径24.5cm、残存器高16.1cm を測る 。 縦方向のミガキで器面調整後、

太沈線で器面を縦位以画して、区画内に縄文を充填している。第 5 図に出土位置を l支|示する (個体 6 ・7l 。

加曽手IJE 皿 ~N式に比定した。

5 群土器(第 9 図17a~m . 18、 Ijg l版 5 ) 

20片・ 3 個体分識別した。 小片を除き 21同体分を図示した。 櫛歯状の工具による条線文により文様を摘出

する。 17a~mは平縁の深鉢である。 17aは外傾しながら立ち上がる口縁部片。口唇詰1\の断面は丸頭状を呈す

る 。 頭部に短沈線を検定させて胴部と区画する。 !胴部には櫛歯状の工具による条線を主に縦佼に動かして交

差あるいは接触させて v.xヰ状や円弧文を描いている。 堀之内 1 式に比定した。 第 6 図に出十位i置を図示

する(個体 2 ) 0 18は 17a~mに比べ条線が浅くシャープさに欠ける 。 加曽干IJB式の所産かもしれない。

6 群土器

81片 ・ 44個体分識別した。 細別型式ごとの数量比は次表のとおりである。

細別型式名 精製・区画沈線 l 片数(%):個体制的 半精製縄文地+ 半担~粗製紐躍文系(睦 I .. WL  ,^" I 
合 計

斜格子沈線 帯自輯文) 蝿文地+鰍;片数(%)l 個淋艶(%)

加曽利 81 式 8 片 ( 7 個体) , 17' 24 4 片( 1 個体) 9 片 17僧体) l 291 50 21 片 (15個体)

加曽利 82 式 叩片 ( 2 個体) , 22 : 7 。 1 片( 1 個体)l 3' 7 刊片( 3 個体)

加曽利 83 式 13片 (12個体) : 28 : 41 。 。， 。， 。 13片 ( 11個体)

加曽利B式小片 15片 ( 8 個体) : ぉ l 28 。 21 片( 6 個体) : 68 : 43 36片 ( 14個体)

合 計 46片 (29個体) : 100 I 100 4 片( 1 個体) 31 片 (14個体) , 100 I 100 81 片 (44個体)

第 3 表 6 群土器細別型式数量比

記述に関して、時期ごとよりも第 3 去による属性の別を優先してA類 精製土器、 B 類: 半精製土器、 C

類 1勺i粗製~粗製土持の 3 類に分けた。また精・粗の別については、いわゆる精製 粗製ではなく、胎土の

精選具合、器厚、焼成具合、施文の仕}jを含めて区別した。

A類 1 種ア (第 9 図 19~22、 l立|版 5 )

内 i均気味に立ち上がる U縁部片~胴部片。 20.22は口縁部片で断而形は角頭状を呈する。 19は胴部片。地

文に細縄文を施文後、数条の積線で区画し、 無文部 (灰画内を磨消したもの)を挟む縄文帯を構成する。や

や小振りな深鉢である。第 6 図に20の出土11):置を|支l示する (例体制 。 加曽干IJB 1 式に比定した。

A類 1 種イ (第 9 図23、民|版 5 ) 

胴部から口縁部にかけて大きく開きながら内湾し、底部にかけて締約する深鉢である 。 1 種アと の違いは

区画内に無文部を持たないこと、 横線にいの字文を縦速させていることである。第 6 図に出上位世を図示し

た(個体10) 。加曽利 B 1 式に比定。

A類 1 種ウ (第 9 図29、図版 5 ) 

I 種アと異なり横線の代わりに円弧立;を重層させている。また円弧文の区画内は磨消している 。 加曽手IJB

3 式に比定した。
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第 2 節縄文時代

A類 2 種 (第 9 1 '!i124、図版 5) 

既述の本r.下土総と異なり U界部がj犯J単し、マッチ棒の!現状の形状を呈する。 文様は細純文施文後、 n縁下

に爪形刺失明j を巡らせ、刺突列下端に横線を施す。 力11 曽和J B 3 式か。

A類 3 種 (第 9 図30、図版 5) 

波状を豆する μ縁部の小片である。 11縁の波長部下から頭部にかけて隆起線が斜めに Fがっている。 形式

名なと守の詳細lは不明てポあるが、 )J台上 ;焼成 色調等より本1洋に含めた。

A類 4 種 (第 9 凶 16、図版 5) 

口縁に近い胴部J'r。 頚部に 1 条の横線を巡らし、以下に l:rl形刺突文を施す。 3 種と同線、形式才:などの詳

細は不明であるが、同様の翌11山により本群に合めた。

A類 5 種 (第 9 凶26-28、図版 5) 

口縁に向かつ て的線的に聞く出]彰のl阿部片である。 いずれも地文に純文を施文後、横線を数条巡らせるも

ので、 t黄線の数や間隔はそれぞれ民なる。 27は横線 IIHに弧線状の i:t線がみられる 。 28は積線の施文に先の分

かれた CJ\を mいている。

A類 6 種 (第10 1豆134a-g、阿版 5 ) 

詩形が\ifJ頗状にl州 g~ u立で1m く深鉢である。胎」に砂粒が多く含まれ出而がザラつく 。 都f((i"Í~1自l に刺11純文

を施文後、 ~Jj部巾位と j岡部上端に横線、胴部"I" {立を入組み文風にほ回し、|丘 Illij外を磨り消している 。 ~'?; 6 関

に出土位置を凶示する (倒体 4 ) 0 )J目的手IJB 2 式にiヒÆ'した。

A類 7 種 (第 10図35、 l災|版 5) 

台付鉢である 。 施文順序は、条級文 ・ 縄文を施しt前線でE良部を区間して、 1><: 副 l勾を磨いてl持出i している 。

休部張り 11\ し告1\にはいわゆる I T法 AJ (大塚 1989 ) の刻文帯が巡る 。 第 6 図に出土ljL世を|判示する (個

体 3 ) 。 力11'，片平 IJ B 2 式に比定した。

A類 8 種 (第10図36ab. 住l版 5) 

35と同級制阪状の器形を呈し、 JJtìi二 ・混入物・色調も似ている 。 小波状の口縁部)\.である。 I1縁部下に横

線を巡らし横線 Hニ車IJ突列を添えている 。 1，縁部が)肥l京して、マッチ様~R状を 'Eするので加竹利 B 3 式に比

定した。

A類 9 種 (第 10 1主137 ・ 38、関l仮 5) 

LJ縁部近くで外反する詩形の深鉢である。 地文に純文を施文後、横線により総耐を区阿し、|メ幽外を磨消

している 。 37 ・ 38とも横線は、平行線のほか弧状線もゐする。 37は I1縁部と類部の横線の上に主IJ 文慌を1'1'う

降級をもっ。 加??ヰIJB 3 式に比定した。

A類10種 (第10図40-42、|ヌ|版 6) 

地文に細純文を純文後、沈線で連弧文や雲形の文織を1tlî き区間外を 11'i il'í するもの。 40bには述弧文の一部

とみられる沈線l丘 l山lがみられる 。 40abの出土位世を |豆|示 した (第 61"'1 ・ 個体11)0 41a-c は瓢形土掠。 4 1 a '

bは .1i.述弧隣消純文: (ii 3 、鈴木 1981) の一部であるが、 描き }Jが雑であるので一見した感じ別個体の線

な印象を受ける。 第 6 凶に/:11 L位iはを図示する (11~休 6) 0 42は!岳町íÆ弧丈である 。 加1 \':'1手 IJB 3 式に比定した。

A類11種 (第 10凶43、図版 6 ) 

壷形上~~の底青1\ )-'，" 0 全体に綱純文を施す。

B類 (第 )] 1災174-76、図版 6) 

半精製 1:. 待 。 胎上や焼成、施文の仕)j等が精製土協と比較するとやや見劣りのするところがある 。 地文に

粗い縄文を施文後、斜位の条M~文を純すもの。 74 ・ 76は竹管状の工具を JIJ い 2 尖の条線を、 75は体状工具に

16 
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第 2 節純文時代

よ る一本引きの条線を描出する 。 加的手IJB 1 式に比定した。

C類 1 種 (第 11図77a-d、凶版 6 ) 

半粗製土器。 地文に荒い縄文地を施文後、斜格子i:.t線を施すもの。 77aは LI縁部に程近く検{立の i:.t線がみ

られる。 沈線より上位に鼠の鳴り艇がみられる。 第 6 図に I U土位世を図示する (個体 1 ) 。 加円平IJ B 1 式に

比定した。

C類 2 種 (第11図78a-c、図版 6 ) 

半粗製土器。 地文に組めの純文を施文後、口縁下に隆線を巡らすもの。 78cは降線が目立たない。 いずれ

も口縁部内而に浅く 凹線が巡る。 第 6 図に出土位i立を図示する(個体 9 ) 。 加凶手IJB 1 式に比定した。

C類 3 種 (第 11図79 ・ 80、図版 6 ) 

地文に純文を施文後隆帯を )!，Ii付 し、降帯上に押僚を加えるもの。 隆帯上の押捺には、マッチ体状の 仁具を

用いる。 また、口縁部内而に I I1 IM!!を巡らす。 79は I1将官líから隆帯に粘土紙を 2 つ隆帝貼付させている。 80は

隆帯上のほか、口縁直下にもマ ッ チ様状の工具による刺尖列を巡らせている。 加将利 B 1 式に比定した。

C類 4 種 (第11図81、 l;gl版 6) 

地文に純文を施文後、口縁部に店長'怖を貼付し、隆'H'iJ-. に指頭押捺を力11えるもの。 )胸部には竹管状工具によ

る条線文を摘出する。 加曽利B l 式に比定した。

7 群土器 (第 9 凶31-33、凶版 5 ) 

6 片識別し全て図示した。 半粗製上器。 頭部- LI縁部にかけて緩く外反しながら立ち上がる紐線文系の深

鉢。 地文に櫛l治状工具による右 Fがりの集合条線を施文後、口縁部直下に爪形の刺突列を巡らせている。 第

6 図に31 ・ 33の出土位置を図示する (個体 7 ・ 1 2) 。 凶谷式に比定した。

8 群土器

24片識別し全て図示した。 細別ill式ごとの数量比について次表に示す。

型式名 精製・帯縄文系 l % 粗製 ・主に紐線文系 % 合 計

安行 1 式 B 片 ( B 個体) 62 1 片 ( 1 個体) 9 9 片 ( 9 個体)

安行 2 式 5 片 ( 5 個体) 38 。片 。 5 片 ( 5 個体)

安行式小片 。片 。 10片付0個体) 91 10片 ( 10個体)

4目注 計 13片 ( 13個体) 100 11片付 1個体) 100 24片 ( 24個体)

第 4 表 8 群土器細別型式数量比

精粗、文様等により A殺î :主に荷縄文系の精製土持、 B類:主に紐線文系の"1三粗製~粗製J'.~;品、 C 類:

鑑文土器の 3 煩に分類した。

A類 1 種 (第101雪1 39、 l豆|版 5 ) 

口縁部がすぽまり、例張りのする i!?}形か瓢形になろう 。 地文に縄文を施文後、横線を数段巡らせて区画し、

不安部分を燐il'íして磨き、純文併を浮き 111 させている。 また縄文1wの F端に結節i尤線を 1 条巡らせている 。

安行 l 式に比定した。

A類 2 種 (第10図44 ・ 45、凶版 6) 

小振りな'ii7純文系土擦のl胸部片。 器而を丁寧にl詩いたのち、 1 本曳きの条線で丁)~i に疎らに施文するもの。

安行 1 式に比定した。

A類 3 種 (第 10図50 ・ 5 1 、 |主l版 6 ) 

~Jj部から I!Ï立~やや内湾気味に立ち上がる深鉢の 1 1縁部片。 口唇部内而に綾が張る。 51は lî縁部l立下にい

18 
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第 2 節縄文時代

びつなフジツボ状の突起が貼付する。 突起の貼付に先立ち器商に縄文を施文している 。 突起の貼付後、口縁

直下に上下を横線に挟まれた刻日帝を巡らしている。 また口唇部上に鼠の時寄り痕がみられる 。 安行 1 式に比

定した。 50は51 と同様の器形で口縁直下に耳状突起を有する 。 突起の貼付に先立ち器面に純文を施文してい

る 。 突起貼付後に頚音1\を強く撫でつけて器面を凹ませ、口縁部荷縄文wを浮き立たせている 。 突起の形状や

刻日文干wにより 50の方が古く曽谷式に遡るかもしれない。

A類 4 種 (第10図52、図版 6 ) 

波状把手の口縁部片。 波頂下の癌状突起は縦に 3 条の主IJみを有する 。 安行 2 式に比定した。

A類 5 種 (第 10図53 ・ 54、図版 6 ) 

細縄文の地文上に上下に横線を伴う刻文帯で音寺面を区画して、区画外を磨消し、主Ij文帯の交点上に豚t1状

貼付文を付するもの。 安行 2 式に比定した。

A類 6 種 (第 10図55 ・ 56、図版 6 ) 

細縄文を地文に施文後A類 5 積に類似した痛を貼付するもの。 癒の形状は55は豚』il戸状であるが、 56は少し

異なる。 安行 f式に比定した。

A類 7 種 (第10図57 ・ 58 ・ 60、図版 6 ) 

胴張りして、仁l縁に向かつてすぽまる器形の深鉢の口縁音1\片。仁l唇音1\が肥厚する 。 肥厚した部分は縄文帯

となり、以下を横線で区画して磨消している 。 57 ・ 60は主Ij文帝を伴っている 。 58は口縁部に小突起が十j く 。

安行 I か 2 式。

B 類 1 種 (第 10図46-47-48、図版 6 ) 

器形が外傾する胴部片。 地文に密な集合条線を施文後、 l 条の車IJ突列を巡らしている 。 安行 1 式に比定し

た。

B類 2 種 (第 10図59、図版 6) 

A類 7 積と同じ形態の口縁部片。 仁l縁の肥厚し始める所に角棒状工具の連続刺突による刻文部ーを巡らせる 。

胴音1\には 2 尖の工具による条線文を寸寧に描く 。 紐線文系土器であるが半精製土器のような顔つきである 。

B 類 3 種 (第1l ~182-86、図版 6 )

2 尖の工具により条級文を斜位に描くもの。 82は横線が l 条巡る。 82-84は条線開が疎らであり、 85 -86 

は密である 。

B類 4 種 (第 11図90、図版 6 ) 

IJ阿部が張り出し、 u縁に向かつてすぽまる音寺形の深鉢の胴部片。 隆帯貼付予定位置を境に条線の向きを変

えている 。 条線抽出後隆帯を貼付し、隆帯上に爪形の連続刺突文を加えている 。

C類 (第11図91 、 図版 6 )

B類 2 種と同様の器形を有するが口縁部は肥厚しない。 無文で日時国がよく磨かれている。

6-8 群土器に属する縄文が施文された粗製土器を集めた 。

比較的細かな縄文を施文するもの (第 11図62-69、図版 6 ) 

純文が密なものと疎らなものがある。 62は告書形が緩やかに外傾する口縁部片。 仁l唇音1\の形状は尖頭状をな

す。 65は施文のされない無文域を持つ。 力11 曽干IJB-安行 2 式の聞に属する。

粗大な縄文を施文するもの。(第11図70ab-73、 11i1版 6 ) 

同一個体の破片である 70abの出土位置を図示した。(第 6 図・個体 5 ) 72は口縁部の端が残存する胴昔日片。

縦形は緩やかに外傾しながら立ち上がる 。

20 
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第 2 節縄文時代

6-8 群土器に属する集合条線文が施文された粗製土器を集めた。

条線は縦位に施している。(百H lf\'(1 87-89、図版 6) 

7 -8 群の土器の底部 (第 11図92 ・ 93 、 図版 6 )

92は推定底筏lOcm、 93は底部が完存している 。 成後 7 cmを計る。

9 群土器 (第101~1 61 、 図版 6) 

2 片識別 し 1 } 'ï図示 した。 地文に劇II文を施文後、沈線で入組文など捕き、不要部分を熔消 している 。 要所

に三角陰文を付する 。 精製土器。 第 7 図に出土位置を図示する (個体 9 )。 安行 3a式に比定した。

10群土器

104片山土し36個体分識別 した。 施文~素ごとの割合は次表のと お りである。

沈線文

36片

(14個体)
35 39 11 25 

第 5 表 10群土器数量比

片数(嵩 ) ， 個体数(%)

55 36 

文様により A類:主に沈線で文様を摘出するもの、 B ~j: ~文のもの、 C類:主に細管条痕で文様を摘出

するもの、の 3 類に分けた。

A類 1 種 (第 9 図 1 5、図版 5 ) 

1 個体分出 t した。 波状口縁の深鉢である。 ~)~は緩く 外傾気味に立ち tがり口縁部付近でやや内反する

器形を呈する。 口唇部の断而は尖jjJi ~kを呈する。 復元口径24.8cm、残存器商20cmを計る。 線形の傾きが変

化する頚古1\付 近に、割り箸状工共による横線を巡らせて区両している 。 IJ岡部以 Fにも 同 じ工具を矧いて縦長

の刺尖文を縦位に施し、器而を巡らせている 。 口容)\1\断面及び頚部のi主総文の形状より該j羽に位世づけた。

A類 2 種 (第1 2図94ab、 1..1版7)

地文に調IJ密条痕文を有するもの。 器形が外傾しながら立ち上がり口縁部付近で外反する。 波状rI縁の上器

で波長部には'M-1::山状の突起が付く 。 沈線は太く 明瞭である。 95 b にはボタン状の扇平な貼付文がみられる 。

A 類 3 種 (第 12図95 ・ 96 ・ 99ab、図版7)

隆1wが巡るもの。 95 ・ 99abは沈線開に朱を塗布する。 95 ・ 99abは強形土日柱。 第 7 図に99abの 11 \土位置を

図示した (倒体 8 )。

A類 4 種 (第 1 2図97 ・ 98ab、J\'ïl版 7 ) 

97は平縁の口縁部片。 胎上は斡叙でまるで軽1Îのようである 。 98abは 11 1形の小型突起が付く 。 円縁は内

側に折り返している 。 沈線開に米を塗布する 。 第 7 1~1 に98abの出t位lri:を 1\'(1示した (例体 4 ) 。

A類 5 種 (第12凶 100ab、民|版7)

小二三角状の突起を有する口縁部片。 短切沈線を頭部に巡らす。

A類 6 種 (第 12図 101- 105c、図版7)

いわゆる縦書文を有するもの。

9 片出土 し 2 個体分を識別した。 10 1 ・ 103 ・ 105abcは直接接合しないが同一個体。 第 7 1立| に出仁位置を

図示した (個体 3 )。 復元口径24.7cm、残存器高4 .3cmを計る。 器形は外傾気味に緩くI*J ì宵しながら立ち上

がる。 仁l縁部にはM士山状の突起が 4 単位巡る。 頭部に 2 条の沈線を巡らせ以下に菱形文織を摘出する。 ま

た口唇部上にも同じ工具を片jいて (突起の部分を除いて) 沈線文を施文している 。 102abcd . 104 も直接接

合しないが同一例体。 第 7 凶に/.1.\上位i置を図示した (偶体 5 )。 前掲の個体よりやや小振りな上様である 。

器形・rI縁部の形状 ・ 施文等、 jì~掲の例体とほぼ同じである。

22 
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第 2 節純文時代

B類 (第 12閃 106 ・ 107abc、図版 7)

無文のもの。 1 lJ \ll\土し 9 個体識別した。 小片を除き 2 11'1休を図示した。 106は口縁部片。 総形は lι立気

味に立ち上がりながら、 1-1縁部付近で外}えする 。 仁l唇古1\の形状はなすび状を呈する 。 第 7 1;1 1 に 107a-cの出

上位置を 1'21示した。 (個体1)

C類 (約 12図 108-第 13図 129b、同版 7 ) 

57片山上し 11制体分を識別した。 小)j-を除き 7 伽1体分を関示した。 108は器形が口縁部付近で著しく外反

する。 n容部の形状は丸UJi状を呈する 。 条痕文は縦位に施す。 109 ・ 112a b ・ 11 6 ・ 118 ・ 1 26 ・ 128は I'~ 接接

合しないが|寸一個体である 。 第 7 1豆| に出 一|て位 r./!~ を凶示した(例体10) 。一船形が 1 1縁部付 近で強く外反する 。

地文に横位の純1 <&'条痕文を施すが、器Jf~の変換点付 近は!!!Ti文備にしている。 口唇 l二に述統して押捺を加え口

将部を凸 1" 1 にしている 。 110 ・ 120 ・ 123abc ・ 125abも直接媛合しないが同一例体である 。 第 7 図に 11\上位前

を|豆l示した (個体 2 )。 頭部がすほまり納長りする賀)f~土器である。 110は頚部~府部)-"，-である 。 故初に縦位

の条痕を施文後、 -11\'胴張りする部分に償位の条痕文を )JII えて器面を l孟幽している。 111 ・ 113 ・ 115abc ・

119ab . 122 ・ 129abは直接接合しないが同一個体。 第 7 1亘l に 11\土位也を図示した(個体 6 ) 。 全て)[同部j十で

ある 。 条痕文の施文}J lr'1 は昔話 l師の t方では横~斜位に下方では縦位に施している。 117 ・ 121 ・ 124は IIÌ 接接

合しないがいl一例体。 第 7 阿に w土{主的を図示した(例体7) 。 発形 |総の店より下の胴ùlS片である 。 条痕

は全て縦f止に施文する。

土製円盤 (第 131ヌ1130-133、図版7)

130には1j1;節純文 RL が施文される 。 if{註1O.7go 1 3 1 の 214而にも荒い純文があるようだが摩滅していてよ

く観察できないo .ill盆7.3go 132の部l耐には条線文が施文される 。 重量7.8go 133の器面にも条線文が観察さ

れる 。 ill :l止 7.5go 130は縁辺を打ち欠いて形を整えた浜跡(，"，["1痕)が明瞭にみられる。 その他のものは断

而が摩滅している 。

注 1 ・ 支谷の谷頭付近で検 / 1\ される陥火は、 '1三制l をコンターラインに斜・ 1直行させて谷広l似頭部を取り巻 く

ように 2 - 3 基配置させる「支谷パターン」 を示す例が多い。 陥穴の立地パターンについては 「第四

戸第 l 節 9. 土坑の立地パターンJ r軒(1111 遺跡目 J (伊藤 1987) 434民 3 行-20れによ った。

注 2 . . Ü(R辺、調貨により調布|旦 l勾は谷地形のため台地上より上の堆私が厚 く、 Lr.ijíJ~[遺構の純認、而がテフラ類

似の制色系よ誌をであること 。 I: r.ì附j遺構の確認、面以ドには崩II文|器の包合が認められたが性肘湖、等の

生活遺構は伴わず陥穴しか検出されなかったこと 。 などから調任期|現を間近に控え木~Mi'ì'の主Ilh!が上

O ， Ii)明遺構の完指11に絞られたため、純文時代の包含肘に本給的な調査の手が1えばなかっ た。

注 3. ・ 「遺物特論日附草 第 3 節円1i-jにについてJ r取手と先史文化下巻J (鈴木 1981) 82兵331iにある

丘述弧充填車u (椀越政行 1977※原点未見) は第1012!J 41abと同じ文織の充填純文を描くものであ

るが、本例は彪消手法によるためらこの l呼称を丹jいた。
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金子裕之 1998 r奈良国立文化財研究所資料第49 /111 山内1í'i男資料 9 J 奈良岡立文化財研究所

鈴木公雄 1964 1姥山口式土~に関する 三の問題J r史学j 第37巻第 1 サ

鈴木正博 鈴木加津-f 1981 rI[ll子と先史文化ー中妻貝塚の研究 |ず巻』 茨城県取手 dí教育委員会

薗田芳紘 1954 r 干網谷戸j 両毛考市学会

!館野'Jí:.行ほか 1966 r 日本土探辞典j 雄 11 1 陪l

岡村正衛 1983 123'24 千葉県成附市荒海貝塚J r利根川下流域の研究j 早稲田大学出版部

能主主建ほか 1989 r縄文上部大観 4 後期後期 lぬJUJ 続料i文l 小学飢

堀越政行 1976 r姥 JJI貝塚のはなし』

山内消児 1967 r 日本先!と 1-.器図譜J (再版) 先史考市学会

山内h'íYJ 1979 r ト1 4:先!と I~器の純文j 先史考古学会

渡辺修一 2001 1第 7 常 4 . 荒海川ぷ遺跡の編年的位也」 千葉県\l:編さん資料 rh'i: HJ市荒海川表遺跡発

抱i捌沓幸Ii告i"it:: J 第 2 分 /111 千葉県

縄文土器の出土傾向

前期は土師J切の逃構か ら 2 点のみの iI'土でありト レ ンチ (包合層を掘り抜いている) からの tu土もない。

中期は、阿玉台式}切は調合， r耳域から少量がJi i屈なく 出土している 。 加曽利E式期は 1 - 3 トレンチの範開

IJ、j に収ま っている 。

後期は、調査l孟域から万遍なく 出土しているが、 4 ト レンチ付近からの出ょがもっとも多く、分布の中心

地域とみられる 。

I挽!tIJは、主に 3 トレンチ以来に分布が広がっており 5 ト レ ンチ付近からのllJ iーがも っ とも多く分布の中心

地域とな っ ている。
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第 3 節古墳時代

第 1 項竪穴住居跡、

H-OOl (第 14 ・ 15図)

調査区北東端、 3B-65 ・ 66 ・ 75 ・ 76に位置する 。 H -0 0 6 に近接する 。 単独で検出された。 規模は3.28

m x 3.J4m を測り、形状は正方形を呈する。

覆土は、自然堆積で 5 府に分服される。

床面は比較的軟弱な平坦而である。 壁高は約40cmを測る。周溝は、カマド音11分を除き全周し、幅12cm、

深さ 6cmを測る。 ピットは床而に 1 本検出 された。 P - 1 はカマドと正対して位置し、径38x 27cm、深さ

32cmを視IJ る 。 カマドは北壁中央部に位置し、遺存状態は良好で、径約26cmの火床部が検出された。

本住居跡から出土した造物のうち、杯 3 点、鉢 l 点、主主 8 点、甑 1 点、ミニュチュア土器 1 点、支脚 1 点、

砥石 1 点、計 16点を図示した。 磁土一括造物と P - 1 付近から南東コーナーにかけて出土した護 ( 12) を除

き、ほとんどがカマド周辺から出土した。

1 -3 は土師昔話杯である。 1 は口縁部~体部が 1 /3程逃存する 。 口縁部ヨコナデ後外而のみミガキ、体部

外面ヘラ削り、体部内而ミガキ。 法量は、口径12.2cm、最大径13.4cm、残存総高 2.2cm を訓IJ る 。 覆土一括逃

物である 。 2 は口縁部は 112程逃存し、体部~底部は完存する。 法量は、口径12. 1cm、最大径13.6cm 、 lli十高

3.4cm を ìJIU る 。 口縁部ヨコナデ、体部内外而ヘラ削り後ミガキ。 3 は口縁部~体部は3/4程逃存し、底部は

完存する 。 法量は、口径13.8cm、器高4.1cm、底径8.4cm を測る 。 口縁部ヨコナデ、体部内外而 底而ヘラ自IJ

り後ミガキ。

4 は土師器鉢で、口縁部~体部は4/5程遺存し、底部は完存する 。 法誌は、口径17.6cm、器高8.8cm、底

径6.3cm を測る。 口縁部ヨコナデ、休部内外面・底面へラ JjlJ り 。

5 -12は土日iP器愛である。調整は部分的にミガキが施される ( 7 ・ 8 ・ 11 ・ 12) を除き、 U縁部ヨコナデ、

体部内外面・底部ヘラ削りを基本とする。 5 は胴部下端部が114程造存し、底部は完存する 。 j去最は、残存

器商7cm、底径6.5cmを測る 。 6 は口縁部は 1/2弱逃存し、 JJ同部~底部はほぼ完存である 。 法量は、口径

. 17cm、器高1O.8cm、底径7.6cm を測る 。 7 はほぼ完形である 。 法量は、口径15.7cm、株高12cm、底径6cm

を ìJlIJ る 。 8 は完形である 。 法量は、口径17.1cm、最大径19.2cm、総高16.7cm、成径6.5cm を拙IJ る 。 9 は完形

である。 法量は、口径13.2cm、最大径14.5cm、部高15.9cm、底径6.2cmを測る 。 10は口縁部~胴部は完存す

るが、底部外周部分剥務し1/6根遺存するのみである 。 法立は、口径15cm、最大径16cm、音寺高 17.4cm、復元

底径7cmを討!U る 。 11 は JI縁音防江/5程遺存するのみである。 法fiiは、復冗口径23.2cm、残存r.性高9.8cmを iJ!lJ る 。

覆土一括造物である 。 12は口縁~胴部112、底部完存である 。 法量は、口径19.4cm、最大径25.7cm、提高

24.9cm、底径8.8cmを測る 。 13は土師器甑で、口縁部は3/4桂造存し、!制部~底部は完存する 。 法1.11:は、

口径22cm、器高18.9cm、底後7cmを測る 。 仁l縁部ヨコナデ後内蘭のみミガキ、体部内外面ヘラ削り後ミガ

キ。

14は土師待費型ミニチュア土ftffで、口縁部の一郎、休部~底部の114程が泣存する 。 法量は、推定口径

7.8cm、r.先高5.8cm、復元民径4cmを測る 。 LJ縁部ヨコナデ、体部内外国・底部ヘラ削り 。

15は土製支脚で、先端部1 1.7cm (32.3g) ・基部1O.5cm (561g) 、伝大脳lOcm、重量593.3gを胡IJ る 。

16は砂岩製砥石で、長さ4.3cm、帽3.5cm、厚さ1.7cm、重量 31gを測る 。 端部 2 個所に敵打痕が観祭され

る 。 稜上一括遺物である。

本住居跡は、その構造・覆土の堆積状況・山土造物なとから判断して、 7 世紀初頭の所産であると考え

られる 。
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第 1 草 遠山瓜ヶ作谷泣跡

H-OOl 土層説明

i 褐色 黒褐色粒子ロム舵子多く 山砂粒少々

2 褐色 黒褐色土粒子をやや多く含む

3 黒偽色 テフラ粒子多〈、ローム粒子より締まり有り

4 褐色 1 層より〈すんでいてローム粒子やや多く 締まり有り

5 鼎掲色 テフラ粒やや多く締まり"り 4 扇より時い

七亙~，

日
ヒ

J/〉τコ

(1 : 4) 

8 

11 

20cm 

第14図 H・001実測 lill ・ 出土遺物 ( 1 ) 
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第 3 節古墳時代

12 

官14
。 (1 : 4) 20cm 

15 

電量当日 (2: 3) 5cm 

第 15図 H-001出土遺物( 2 ) 

H-002 (第 16 ・ 17図)

調査区中央部、 2C-08 ・ 09 ・ 18 ・ 19に位置する 。 H-004-D-006 に近接する 。 D -0 1 4 ・

M-003 に切られる。 規模は4.20m x 4.l0m を測り、形状は正方形を呈する。

覆土は、白然堆積で10層に分層される 。

床面は比較的軟弱な平坦而である 。 壁高は7lcmを測る 。 周構は、カマド部分及び北東壁を除きはほ全周

し、 中国14cm、 i* さlOcmを拙1 る 。

ピットは床而に 5 本検出された。主柱穴は P ー 1 (径25cm x23cm、深さ37cm) ・ P -2 (径28cm x22cm、

深さ 45cm) -P -3 (径25cmx 15cm、深さ 67cm) ・ P -4 (径17cmx 14cm、深さ42cm) の 4 本が対角

線上に配され、カマドと正対して位置する P -5 は、筏31cm x 11cm、深さ 16cmを測る 。 カマドは北壁中

央部に位置し、 D -0 1 4 に切られているため逃存状態は不良で、火床部も検出されなかった。

本住居跡から出土した遺物のうち、河、 4 点、高士不 6 点、型~4 点、1íR 2 点、支脚 1 点、青"17点を図示した。

1-4 は土師器杯である 。 1 はほぼ完形である。法盆は、口径12cm、最大径13.3cm、器高4cmを測る 。

内外商ピッチ状付着物が観察される。 カマド右袖上から出土した。 2 は全体の3/4程逃存する 。 法誌は、口

径1 1.7cm、最大径13.3cm、器高4.8cm を測る。 カマド右半111付近覆土下層から出土した。 1 -2 とも口縁部内

外国ヨコナデ後ミガキ、体部内外面へラ自IJ り後ミガキ。 3 は完形である 。 法立は、口径13.6cm、最大径
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遠山瓜ヶ作谷遺跡第 1 章

H -002 土層説明

i 階褐色 ロ ム粒子多く、ロームプロック少い、締まり{，り

2 縄色 時給色土を若干混入、此化粒十少い

3 褐色 陪褐色上を若 F混入、炭化粒子やや多く、焼上位子少い

4 暗侮色傷色七を少i且入締まり欠ける

5. .古褐色 炭化粒子及び炭化物を少し混入、焼上粒子少い

6 褐色 山砂、焼土炭化物を多〈古む締まり少々あり

7. "音褐色 ややくすんだ悔色 i をやや多く古む、締まり若干欠ける

8 時褐色 褐色土を少出入、約まり欠ける
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第 3節市I貴時代

モ当_/6
017 

(1 :4) 20cm 

第17阿 H・002出土造物( 2 ) 

14cm、総高5.6cmを測る。 口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り後 I1-J面のみへラミガキ。 北西コーナー床直から出

土した。 4 は口縁部114程のみ遺存する 。 法批は、復元口径15cm、最大径16cm、残存~高5cm を視Ijる 。 口

縁部ヨコナデ、体育1\内外而へラ削り 。 北京コーナー床直上から出土した。

5-10は上師株高珂:である 。 調整は口縁部ヨコナデ後内面のみヘラミガキ、同;帯1\へラ削り後内面のみヘラ

ミガキ後黒色処理、脚部外面ヘラミガキを基本とする 。 5 は、裾が欠偏するが、旬、時1\-脚部が完存する。 法

f辻は 、 l寸径13.5cm、器高9cm、推定底径lO.4cmを拙11 る 。 北西コーナー付近磁土下層から出土した。 6 は脚部

のみ泣存する。 法量は、残存器問9.5cmを測る 。 脚部外而部分的にヘラミガキ。 南東コーナー付近床直上か

ら山土した。 7 は杯部1/6のみ遺存する。 法訟は、復元H径20.4cm、残存器高5cm をìUll る 。 覆土一括遺物で

ある。 8 は杯部114のみ泣存する 。 法frは、復元口径22cm、残存告書高5cm をiJ[1jる 。 縦士一指造物である。 9

は脚部のみ113程遺存する 。 法起;は、残存保~::ï 6.2cm、復元底径13.7cmを測る 。 中央部jぷ直から出土した。

10はほぼ完形である。 法f止は、仁l符23. 1cm、r.存在T， 19.8cm 、 14cmを測る 。 北東コーナー床I宣上から出土した。

11-14は土師?lf~電である。 調整は部分的にミガキが施される 02 ・ 14) を除き、 u縁部ヨコナデ、体部内外

Iﾚﾎ .底部ヘラ削りを基本とする 。 11は底部のみ112程迫存する。 法量は、残存協商4cm、 1i!;1圭3.6cmを調IJ る 。 覆

土-t;r;i立物である。 12は底部のみ3/4秘泣存する。 法iitは、残存器店主5.5cm、 復元底径4cmを測る。 覆土一括造

物。 13は 11縁部~胴部は1/3程造存し、底許1\は完存する。 法訟は、復元n径llcm、以大筏13.5cm、?lf市lO.lcm、

成径5.5cmを ìJIIJ る 。 カマド右袖 kから出土した。 14は臼縁部-JJ岡部は113程、底部は4/5秘遺存する。 法量は、

復元口径12.6cm、伝大径13.&m、 iti十高 1 1.4cm、底径5.4cmを測る。 カマド右袖付近床直上から l.lI上した。

15 ・ 16は土師器甑である 。 15は口縁部は3/4程、胴部は2/3程、 1ft部は 1 /4科泣存する 。 法量は、口径

19.6cm、r.寺市'j22.9cm を測る。 .1縁部ヨコナデ、体部IÁJ外而ヘラ削り後ヘラミガキ。 カマド右袖付近から中

央部にかけて覆土下層及び床直上から出 |こ した。 16は F端部のみ113程泣存する。 法f誌は、復元底径 8 cm 、

残存 ~iftr， 4 .2cmを測る 。 体部ヘラ i切り後[ÁJ Iýïのみヘラナデ。 覆土一括遺物である。

17は|二製支脚で、残存長1 1.5cm、残存l阪4.3cm、!早さ 4.7cm、重量24.42gを訓IJ る 。 件J丙コーナー南壁際床直

上から 11.\土した 。

4'f.1:府閥、は、その構造・覆土の堆積状況・ 1 1.\ L遺物から判断して 6 世紀後半の所産であると考えられる 。

H-003 (第18図)

調査区北東部、 3B ー 71 ・ 72 ・ 81 ・ 82に位111する 。 H -004 ・ H -0 0 6 に近接する 。 北側が調査区外

にのび、調:摩区内では単独で検出された。 規模は調査区内で5.00m x 5.33m を ìJ!lJ り、形状は正方形を呈する
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H 曲3 土層説明

l 略筒色 テフラを少量i且入し、若干明るい

2. ;'，.~褐色 くすんだテフラを少し場入、締まめ有り

3 褐色 テフラ古む、-''''褐色土を若干古合

4. :'.I.!. 褐色 くすんだテフラをやや多く古む

5 黒制色 くすんだテフラをごく少量含む

6 伺色 少量の炭化粒T古む

7 褐色 テフラプロック少し古む、締まり有り

8 飼色 黒働包上をやや多〈古む締まり有り

可J1

E1 
0 

第18図 H-003実榔j図・ 1-1-\士逃物

rr~ 
O 

5cm 

31 



第 3節古tnil年代

と思われる。

覆土は、自然tlt.積で 8 屑に分賭される。

床而は比較的軟弱な平坦面である。 壁高は59cm をìJliJ る 。 周溝は、調会f区内では全周し、開24cm、深さ

13cmを測る 。 ピ ッ トは床面に 4 本検出された。 主柱穴は P -1 (径約45cm、深さ 15cm ) ・ P -2 (径約

34cm、深さ44cm) ・ P -3 (径40cm x36cm、深さ 49cm) の 3 本で、対角線上に配置される 。 また、 P

4 は、径28cm、深さ31cmを iJ!1J る 。 調査区内からはカマドは検出されなかった。 東壁に沿って一段高くなっ

た有段状施設が付属する。

本住居跡地、ら出土した造物のうち、均; 2 点、高均; 1 点、護 4 点、甑 1 点、小型斐 1 点、土製勾玉 2 点、計

11点を図示した。

1 -2 は土日i!î Rff杯である 。 調整はいずれも口級官11 ヨコナデ、休部ヘラ削り後|λJlliiのみへラナデ。 1 は 112

程泣存する。 法-)11は、口径13.2cm、最大径14cm、器商5.2cmを測る。 再qlli1J Ij r央床直上から/Jj土した。 2 は体

部が114程、休部下端部~底部が112程逃存する。 法1.1は、最大径12.8cm、残存器高5.4cm、底百1\8cmを測る。

南側壁際磁土下防から出土した。

3 は土師 i株高杯で、口縁一部、口辺部~脚部ほほ完存、裾訪日一昔1\迫存している 。 法量は、復元口径

15.6cm、器問lOcm、復元底径9.6cm を測る 。 杯部ロクロ弦形。 口縁部ヨコナデ後内而のみヘラ ミガキ、杯部

ヘラ削り後内而のみヘラミガキ、脚部外商ヘラ削り後へラミガキ。 杯部内I師黒色処理。 P -4 付近磁土下層

から出土した。

4-7 は土日íU器主主である 。 調整はn縁部ヨコナデ、体部内外面・底部ヘラ削りを基本とする。 4 は口縁~

胴上部ほぽ完存である 。 法量は、口径17cm、Jik大径19Acm、残存器商8.5cmを測る 。 南側中央床 l宜上から出

土した。 5 は底部のみ逃存する。 法訟は、残存器高5.5cm 、 !氏径6.4cm を iJIIJ ;る 。 南側中央床直上から出土し

た。 6 は口縁~休部が113程逃干f し、底部はほぼ完存である。 法量は、復元u径13.2cm、最大径13.4cm、器

高1O.5cm、!長後6cm を iMIJ る 。 中央床直上から出土した。 7 は口縁部ほ，;r完存、胴部3/4、底苦1\完存である。

法量は、 n径18cm、最大径20.lcm、総司24cm、底後8.2cmを担IJ る 。 体部内而ヘラナデ。 南側中央床直上か

ら出土した。

8 は仁師協阪で、口縁部ほぽ完存、胸部4/5、 j氏音1\一 ílI\i立存している。 法立は、口径24.8cm、r.R: r'，':i 23.1cm 、

推定底径6.8cm を測る。 口縁部ヨコナデ、体部面ヘラ削り後内面のみヘラナデ。 中央から南側中央にかけて

覆土 F層から床直にかけて出土した。

9 は士郎得難型ミニュチュア上器で、仁l縁部1/3 、 IJ同音1\一部欠損、底部完存である。 法益は、 u径7.2cm、

器高7.5cm、}氏符5.4cmを祖IJ る 。 口縁部ヨコナデ、体制日・底面ヘラ削り後体部内面のみへラナデ。 中央南壁

際覆土 F屑から 111上した。

10 ・ 11は土製勾玉で、 10は完形、 11は 1/2程遺存する 。 法量は、それぞれ長さ3.05cm、最大l♀0.9cm、重

量4.7g、残存長2. 1cm、最大厚1cm、ill:量2.9gを測る。 10は西側壁際、 11は床而中央の覆土下層から出土した。

本住居跡は、その構造・額上の堆粉状況 出土造物などから判断して、 6 1止紀後半の所産であると考えら

れる 。

H-004 (第 19 ・ 20凶)

調査区中央部、 2B-89 ・ 99 ・ 3B-80 ・ 90 ・ 91 ・ 3C-00に位置する。 H- 002 .H -003 に近接する。

単独で検出された。 規模は5.84m x 5.56m を測り、形状は正方形を呈する。

覆土は、 1'1 然 11主積で 10}(ijに分射される 。
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第 l 章遼山瓜ヶ作谷遺跡

床而は比較的~il~J な平;股簡である。 壁高は77cmを測 る 。 周摘は、カマド音1\分除きはぽ全周し、幅18cm 、

深さ 12cmを市U る 。

ピットは床而に 5 本検出された。 主柱穴は P -1 (径32cm x 30cm、深さ 55cm) . P -2 (径35cm X 

33cm、深さ 62cm) ・ P -3 (径25cm x24cm、深さ 7lcm) ・ P -4 (径33cm x28cm、深 さ 70cm)の 4 本が対

角線上に配され、カマドと正対して位置する P -5 は、径35cmx 27cm 、 i* さ 38cm を ìJIiJる 。 カマドは北壁

中央部に位置し、起I存状態は良好で、径35cmの火床音1\が検出された。 各主柱穴の外側から周織に向かつて

4 条の間仕切iiYiが東西方向に走る。

住居跡から /1\土した遺物のうち、杯18点、問杯 1 点、 3盟 3 点、甑 1 点、鉄製品 l 点、 計 24点を図示した。

1 - 18は土師協杯である。 制整は、ミガキを施さない 2 を除き口縁部内外而ヨコナデ後ヘラミガキ、休部

内外而ヘラ目Ijり後ヘラミガキを基本とする。 1 はほぼ完形である。 法置は、口径13cm、最大径13.lcm、r.寺

高3.5cm を測る。 砕I壁際中央やや西寄り床直から出土した。 内而黒色処理、外而赤色塗彩。 2 は完形である。

法iitは、口径12.5cm、最大後12.8cm、終日4.2cmを測 る 。 カマド両IÎj床 I色上から出土した。 3 は 1/3程泣存す

る 。 法iiIは、復元口径12.8cm、残存器高3.6cmを測る 。 "1'央覆土上層から出土した。 4 は 5/6松遺存する 。

法iTI:は、口径13.8cm、最大径14.l cm 、 ~~十高4.0cm をìJ!IJ る 。 カマド右相1 1上とカマド右納付近覆土上層から出土

した。 5 はほ t;r1G形である 。 法ll~: は、口径14.3cm、最大径14.5cm 、 iff十両4.2cmを訓11 る 。 内而黒色処理。 カマ

ド前床直から出土した。 6 は口唇部がー部欠損するが、ほほ完形である 。 法益は、 1-1 径 13.9cm、最大径

14. 1cm、告書高3.8cm を測る 。 内而赤色塗彩。 カマド前床直から出土した。 7 は 112程泣存する 。 法誌は、口

径14.5cm、短大径14.6cm 、 i帯雨'j3.5cm を測る 。 内面赤色塗彩。 カマド左袖付近及び P -4 付近床置から出土

した。 8 は3/5税逃存する 。 法王j は、仁I径14 .lcm、最大径14.3cm、器商3.9cm をilIU る 。 P -4 付近床fB:上及

び毅土上層からI.l\ t した。 9 は口縁部が一部欠損するが、ほほ完形である 。 法量は、口径14.4cm、最大径

14.6cm、線高4.2cm を ìWJ る 。 内面赤色塗彩。 P - 4 付近1*直上及び南西コーナ一周hYill' から出土した。 10は

2/3松遺存する 。 法量は、口径14.2cm、恥大径14.7cm、総高4.1cm を ìJIIJ る 。 内面赤色ilt!.彩。 P -4 付近床直

から出土した。 11は体部遺存する。 法量は、口径14.1cm. 最大径14 .4cm、器高3.8cmを ìJIII る 。 I*Jilií赤色塗彩。

P -5 付近床直から /1\土した。 12は完形である 。 法泣は、仁l径 l 1.1cm 、 111<大径 .1 2.5cm 、 務高3.3cm をìJIU る 。

カマド前床I古から /:H土した。 13は完形である。 法fit は、口径12.7cm、 Jbi大径14cm、協r*ï4.5cm をìJlll る 。 P

5 付近床直から出 t した。 14は完形である。 法:9iは、 11筏1 1.6cm、最大径13.6cm、~帯雨3.3cmを測る。 内面

無色処理。 P -5 付近床直から出土した。 15はほぼ完形である 。 法111:は、口径 12.7cm、最大径14.4cm、器

商4.2cm を胡IJ る 。 卜人Jiliï黒色処理。 カマド左布111.J 近床直か ら 出土した。 16は口縁~体部1/4程逃存する 。 法量

は、復元口径12cm、最大径13cm、残存器商3.4cmを ìJ!IIる 。 内面及び口縁部外面赤色塗彩。 西墜際'l'央周構

1) 1 から出土した。 17は口縁部が一部欠1ftするが、ほぽ完形である 。 法ist は、口径12.4cm、最大径13.7cm 、

端的3.8cm を測る 。 内面赤色主主彩。 カマドI百床直から w土した。 1 8は円縁部が一部欠損するが、ほ Ii'完形で

ある。 法iE、 は、 11径 13.2cm、最大径14.5cm、r.品高4.1cmを iffU る 。 内而及び口縁部外 Ifli亦色塗彩。 1) 1央床直上

及び南西コーナー刷機中から出土した。

19は土師総町長Fで、完形である。 法立は、 |ゴ径18.8cm、器高9cm、 j氏後12.8cmを測る 。 口縁部ヨコナデ後

ヘラミガキ、杯部へラ削り後みヘラミガキ、 脚部外面ヘラ ミガキ後ヘラミガキ。 内 IÚÎ黒色処JlI.lo !if際巾央や

やV_4寄り周溝中から出土した。

20- 22は土Oili 待費である 。 調較は部分的にミガキが施される (21)を除き、 1-1縁部ヨコナデ、体部内外

l師・底部ヘラ削りを基本とする。 20は完形である。 法五lは、口径13.3cm、 Q大径13.8cm、1* 1自'jl2cm、底径

7cm を捌11 る 。 カマド左袖脇被士下層から/1\土した。 21はほぼ完形である 。 法量は、口径17.8cm、地大筏
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第19図 H-004実視IJ図・出土泣物(1 )
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H 帥4 土層担明

l 暗渇色 ローム粒子やや多い 、 締まり祈り

2. .任問色 l 層よりやぞ明るく、ロームプロ

3 暗褐色

科目色

5 階褐色

6 階褐色

ツク少い

比較的明るくテフラの部分の刷れ

た物

暗褐色土世入 ロ ーム粒手、ロ ー

ムブロックやや少々

ロームプロックをかなり多く古む

ロ ーム粒下多い、ロームブロ ッ ク

多く締まり若干布り

暗黄褐色 くすんだソフト ロームを主体、締

まり有り

8 暗黄褐色 ローム粒下多く、締まり若干欠け

9 暗闇色

10 時縄色

る

ロームプロ γ ク少い、締まりのり

ローム粒子多く 、 締ま り 欠ける

2 

建三雪 -;:;2J 3

4) 20cm 
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第20図 H-004出土遺物 ( 2 ) 

20.3cm、滞日19.6cm、底径7.2cmを測る 。 カマド左袖脇床直から出土した。 22は口縁部は1/4弱、胸部は1/3

程遺存し、 j瓦音1\は完存する 。 法量は、復元口径13.8cm、最大径19.8cm、線高23.lcm、底径7.2cm を祖IJ る 。 カ

マド内及びカマド前夜土上層から出土した。

23は土問î~在阪で、口縁~口辺部114程遺存する 。 法iitは、復元口径29.4cm、残存器高9.6cmを測る 。 口縁

部ヨコナデ、体部内外面ヘラ即l り 。 P-4付近床直から出土した。

24は棒状鉄製品で、残存長6.9cm、阪大幅lcm、最大厚0.3cm、重量9.8gを測る。 中央覆土下!脅から出土した。

本住居跡は、その構造・夜土のJlt積状況・出土造物などから判断して、 7 世紀初頭の所産であると考えら

れる。

H-005 (第21 ・ 22図)

調査区南西端、 2C-14 ・ 15 ・ 24 ・ 25 ・ 26 ・ 34 ・ 35に位世する 。 B -0 0 1 ・ D-007'D -008 ・

D -0 0 9 ・ D -0 1 5 に近接する 。 M-007 に切られる。 規模は4.72m x 5.07m を測り、形状は正方形

を呈する。

覆土は、自然堆有iで 8 層に分層される。 炭化材を含む焼土が中央から南東コーナーにかかる床rfiに部分的

に分布する。

床面は比較的軟弱な平坦面である。 壁高は1l0cmを測る 。 周溝は、カマド部分除きはほ全悶し、幅llcm、

深さ 5cmを iJiIJる 。

ピットは床面に 5 本検出 された。 主柱穴は P ー 1 (径28cm x23cm、深さ34cm ) ・ P -2 (径20cm、深

さ 4 1cm ) -P -3 (径27cm、深さ59cm) ・ P -4 (径23cm x 20cm、深 さ 27cm ) の 4 本が対角線ヒに配

され、カマドと正対して位置する P -5 は、径18cm、深 さ 19cmを測る。 カマドは北壁中央部に位置し、遺

存状態は良好で、径53cm x 37cmの火床部と煙道の関口部が検出された。 各主柱穴と周溝を結ぶように 4 条

の間仕切構が東西方向に走る。

本住居跡から出土した高旬、 l 点、 J~ 6 点、甑 1 点、 ミ ニュチュア土器 1 点、磨石 1 点、計 10点を図示 した。

1 は土師器商杯で、 体部完存、 |コ唇部112、脚部一部逃存している 。 法iìlは、口径19cm、残存機高7.lcmを
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第21図 H-005実測図・ 111土逃物 (1)

H-005 土層説明

l 褐色 くすんだ府で若干蹄尚色仁悦じる

2 附褐色樹色仁を出人

3 褐色 テフラみたいな層でやや明るい

4 尚色 苫干の出褐色上を世入

5 縄色 褐色上 炭化佐子及ぴ捜 1:11チ多

〈、締まり若干欠ける

6 禍色 ロームプロ〆クやや多く 締まり

欠ける

7 褐色 くすんだソフトロ ム胤でロ -1

粒子多く古み.締まり欠ける

4 
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官9
。 20cm 
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10 
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第22 1'ii1 H-005出土造物 ( 2 ) 

訓11 る 。 口縁部ヨコナデ後内面のみヘラミガキ、杯部へラ削り後内面のみヘラミガキ、脚部外面ヘラミガキ。

内而黒色処理、外而赤色塗彩。 í1i壁際中央床fli:から出土した。

2 - 7 は土師i545Eである 。 調整は部分的にミガキが施される ( 2 ) を除き、仁l縁部ヨコナデ、体部内外

国 ・ !良部ヘラ削りを基本とする 。 2 は口縁~胴部3/4、底部1/2程遺存する 。 法量は、口径15.4cm、最大径

15.8cm、#:-+商 14.7cm、底径7cmを測る 。 中央付近床直及び床直上から出土した。 3 は口縁-IJ問中央部112程

迫存する 。 法誌は、 口径 1 4cm、最大径20cm、残存~;十日 12cm を測 る 。 束壁際中央桜二|ー下層から出土した。

4 は口縁部213、 IJ同部上部~中央、中央~下部2/3、成音151 /4程逃存する 。 法量は、口径15.2cm、最大径

21.2cm、告書両25cm、復元底径6.8cm を捌IJ る 。 '1"'央床直上から出土した。 5 は口縁部-)胸中央部1/3程逃存す
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る。 法誌は、復元口径14.8cm、最大径20.4cm、残存器高ll cmを調IJ る 。 北東コーナ一種土下層及び床直上か

ら出上した。 6 は口縁部完存、胴中央苦111/3程逃存する 。 法長は、口径16.7cm、故大後22 .7cm、残存器高

15.5cm を棚~ る 。 東壁中央付近磁土中層及び下層から出土した。 7 はほぼ完形である。 法立は、口径15.2cm、

最大径23.5cm、器高23.2cm、底径7cm をiJI~る 。 中央覆土下府~床直から出土した。

8 は土陶器瓶で、口縁部112、 JJ同部~底苦1\完存である 。 法量は、口径24.7cm、r.非尚20.lcm、!氏径8.2cm を

ìJI~る 。 中央及び束壁際にかけて覆土中照及び下層から出土した。 口縁部ヨコナデ、 休部内外商lヘラ削り後へ

ラミガキ。

9 は上師r.号斐形ミニチュア土器で、完形である。 休部ヘラ削り後へラナデ。 内而赤色塗彩。 法iEは;、口径

6.7cm、器高4.6cm、底径4.4cmを測る。 .!lミE壁際床直から出土した。

10は安山岩製磨石である 。 法f誌は、長さ 8.5cm 、 申~7.8cm、厚さ 6.2cm、重量523.2gを出~る 。 敵打より剥離

した部分を除き、全面磨痕が観察される。 P -5 付近床直上から出土した。

本住居跡は、その構造 ・ 覆土の堆積状況 ・出土造物などから判断して、 7 世紀初頭の所産であると考えられる。

H-006 (第23図)

調査区北東部、 3B-73 ・ 74 ・ 83 ・ 84 に位置tする 。 H -0 0 1 . H -0 0 3 に近接する 。 北側半分が調査

区外にのび、調査区内では単独で検出された。 規模は調査区内で3.00m x 4.00m を ìJlIJ り、形状は方形を呈す

ると思われる 。

被上は、自然jj~績で10屑に分屑される。

床而は比較的軟弱な平坦面である。 銭高は26cmを測る 。 周溝及びピット並びにカマドは、調査区内では

検出されなかった。 コーナ一部が一段高くなった石段状施設が付属する。 本住居跡から出土した造物のうち、

図化できる土師器楚 1 点を図示した。

l は底部112程逃存する 。 法益ーは、残存株高2.4cm、底径5.2cmを測る。 体昔1\ヘラ削り後 I:l-Jllüのみヘラナデ。

磁土下層から出土した。

本住居跡は、部分的な調査であり、帰属 |時期は l珂慨にできないが、本集落の主体を占める宵墳時代後期の

所産であると考えられる。
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。
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“ α16 土層説明
1. :1\禍色極少量の鍵土栓子を含む テラフの〈

すんだプロックを少々

2 ・.1.'\褐色 ローム位 F多い、やや l 層より明るい

3. :.1.\褐色 ロームプロックを少し、絡まり省り

<1. :，1.\褐色燦土を多〈含む

5. ，'1\褐色 〈すんだ時黄禍色土を多〈古む

6. "日嗣色燦土を多〈含む 〈すんだ陪』配備色上

を混入

7. ，' 1.\褐色鍵土佐子を少々、ロ ム粒子多い

A 22 . 3以h A' 

でkにプ;
。 (1 : 80) 4m 

。 (1 : 4) 10cm 

第23凶 H ∞6笑I日j図・出土造物
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第 2 項掘立柱建物跡

8-001 (第24図)

調査区南西端、 2C-23 ・ 33に位置する 。 H -0 0 5 、

M -00 7 に近抜する 。 斜而に立地するため、 南半分は検

出されず、 D - 009 に切られているため、全体は把擦で

きない。

規検は、現存で長刺14.00 m x 短刺1 1.50m を測る。南西方

向 北東方向に主軸をもっ。 プランは桁 2 問、梁 1 間以、

柱間距離は桁行平均0.48m、梁行平均0.73m を測る 。 各柱

穴深度は p -1 :23cm、 P -2 :56cm 、 P -3 :23cm、 P

4 :2lcmを測る。

本掘立柱建物跡から造物は出土せず、 帰属時期は明確に

できないが、本集落の主体を占める古墳時代後期の所産で

あると考えられる 。

第 3 項 士坑

第 1 章遠山瓜ヶ作谷遺跡

⑨ L-白

P.4 

A 16.300m A 

。 (1: 1(0) 4m 

第24図 B-001実現Ij図

調査区から古墳時代後期の土坑 6 基が検出された。 調査区中央部から南西部に集中して分布する。 土坑同

士の重複関係はなく、住居跡、掘立柱建物跡、溝状遺構と重複関係をもち、いずれの逃構よりも新しい。

0-006 (第26図)

調査区中央南側、 2C - 28 ・ 29 ・ 39に位置する 。 H - 002 、 D - 007 、 M-003 に近接する 。 単独

で検出された。 平面形は、プラン・底部とも楕円形を呈する。 長径2.58m x 短径2.10 m x 深さ 0.65m を測る 。

底部に 2 本のピットを有する 。 P- ] は径35cm x30cm、深さ 42cm 、 P -2 は径25cmx 23cm、深さ 48cm

をそれぞれ測る 。

本土坑から土師器主主 2 点が出土している 。 調整は口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削りを基本とする 。 1 は口縁

~胴音11にかけて 114程逃存する 。 法量は、復元口径15.2cm、残存r.在高7.5cm、最大径18.2cmを測る 。 体音11内

面ヘラ削り・ヘラナテー後ヘラミガキ。 2 は胴部1/3税遺存し、底音1\ほほ完存する。 法立は、残存器高12.0cm 、

底径6.8cmを測る。 休部内面ヘラ削り後へラナデ。

0-007 (第25図)

調査区南西部、 2C ← 26 ・ 27 ・ 36 ・ 37 ・ 46 ・ 47に位置する 。 H -0 0 5 、 D -0 0 6 ・ 008.015 、

M-0 0 5 に近接する。 単独で検出された。 西側を撹乱に切られる 。 平面形は、プラン・底部とも不整形を

呈する。 長径7.05m x 短径4.56m x 深さ 0.48m を市IJ る 。 東側壁際に 2 本のピットを有する 。 P - 1 は径

70cm x 63cm、深さ69cm、 P -2 は径52cm x33cm、深さ 7cmをそれぞれ測る 。

本土:J1Cから上師器杯(第29 1Jl11 ) が出土しているが、流れ込みであると忠われる 。 本土坑の性絡は、不明

である。

0-008 (第26図)

調査区南西部、 2C - 35に位置する 。 H-005 、 D -0 0 7 ・ 009 ・ 015 、 M - 005 、に近接す

る 。 単独で検出された。 平而形は、プラン ・ 底部とも符円形を呈する 。 長径1 .55m x 短径1.21m X 深さ 0 .52

m を測る 。 本土坑から造物は出土していない。 本土坑は、形状から判断して財蔵穴と考えられる 。
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第 3 節古墳時代

0-009 ( 百'i26図)

調査区中央部、 2C-08 ・

09 ・ 18 ・ 19に位世する。 H

005 、 M-007 に近後す

る。 B -0 0 1 を切る 。 平而

形は、プラン・底部とも円形

を呈する。 長径1.63m X 短径

1.51 m X 深さ 0 .75m を測る 。

本 |ニザLから造物は IL\土してい

ない。 本土坑は、形状から判

断して貯蔵穴と考えられる。

0-01 4 (第26図)

調査区南阿部、 2C-35 に

位値する。 H -0 0 4 、 D-

006 、 M -0 0 2 ・ o 0 

4 ・ 005 、に近接する 。

H -002 ・ M-003 を切

る 。 平而形は、プラン・底部

とも附九長方形を!呈する。 長

径2.60m X 短径1.92m X 深さ

0.50m を測る 。 底部に 2 本の

ピッ トを有する。 P -1 は径

44cm X 37cm、深さ 50cm 、

P -2 は ff32cm X 15cm 、 7束

さ 46cmをそれぞれiJ\lJ る 。

⑧ 

ム
/ 

A 口 7田m

本土坑から遺物は出土して 旦 17 珊祖

いない。 本土坑の性格は不明

である。

0-01 5 (費'i 261週)

利食区西部中央、 2C - ~ 17.1蜘

16 ・ 26に位i宣する 。 H-OO

5 , M-005 , D-OO 

6 ・ 007 に近接する 。 M -

005 ・ 006 を切る 。 平而

。 l

C 

ロ 1

B. 

c. 

第25図 D ∞7突出Ij図

c. 

A 

D 凹7

口 |

= 
き

。|

1 晴樹色若干の灰絢色J を古む

2. III色 ロ ーム プロックを少々

3 附尚色灰褐色土をやや多〈古む

4 晴鮪色 くすんだ椙でL干のローム粒 f を合む

5 ー

。 (1 : 60) 2m 

形は、プランは円形、底部は桁円形を呈する 。 長径1.50m X 短径0.93m x 深さ O.53m を測る 。 本上坑から造

物は出土していない。 本上坑は、形状から判断して貯蔵穴と考えられる。
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遮山瓜ヶ作谷遺跡

ロ ムプロック少々、絡まり欠ける

炭化佐子やや多い、締まり若干欠ける

炭化粒子及びロームプロック少々、

ロ←ム世子多く締まり欠ける

殺紛

第 I 章
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D-006 ・ 008 ・ 009 ・ 014 ・ 015実測図・ 11\土造物第26 1ï!1



品

'" 且
吋ω
国
司
州
間
接-4
3

④ 

i 刷、一
九
一

0' 
ヱー 18蜘m

ol 

M 曲5 (0、0 ' ) 

i 陥褐色炭色粒子やや多〈、ロー ム粒子主

2 褐色 暗褐色土を多〈 古み ローム粒子

G' G 17 .7田m

A' 

C 

。 ( 1 : 3∞ Om 

C 20.5曲m

F 工 1 7.8蜘M岨 1 (A-A' ) (ト B ' ) 

i 陪褐色 自民褐色上 を含み 粘性あり

2 明褐色 明補色止を古み締ま り 有り M 使泌 (F- F' ) 

1 灰褐色吻褐色上を多く含f

B' B 22.10伽1

M岨2 (C、 c' ) 
! 防褐色 やや瞬 く ‘納性ゐ ~

2 鈎色 吻l褐色を拠入 L 、結措あり

。 ( 1 : 20) 1m 

古墳時代講平面図 ・ 断而医I (1) 第27図



第 4 項 Wi状遺構(第27 ・ 28図)

調査区から古境時代後

期と思われる溝状遺構 7

粂が検出 された。 調査区

全域に谷昔日の等高線に対

して平行あるいは直交す

るように計画的に配置さ

れる。 i，V;状遺構同士に重

H 17蜘

複関係をもつが、計画的 _,_ 1 6.1蜘

に配置されていることや

滞状遺僻同士が直交する

ことからほぼ同時期の所

産と考えられる 。 なお、

ilV;状遺併は住居湖、より新 E 1 9. 1仙n

しく、 土坑よりも古い。

各i持状追iI材、らは、縄文

土協の破片、 IE噴時代後

期の土師1*十片が出土して

いる 。

M-001 

調査区北部南端、 等高

線に直交して台地上の北

京方向から谷底の南西方

第 1 '車遠山瓜ヶ作谷遺跡

H' 

E' 

。 (1 : 20) 1 円、

第28図古墳時代講断面図 ( 2 ) 

‘ |古j に |古lかつ て届山しながら走る 。 本泣構南端でM-002 と直交する 。 延長34.50m 、最大幅1.90m、深さ

O，03-0.34m を測る 。

M-002 

調査区中央部、等高線に平行して北西方向から南東方向に向かつて直線的に走る。 本遺構南端でM-OO

1 と直交する 。 延長8.50m、最大脇l.lOm、深さO.05-0.26m を測る 。

M-003 

調資区中央部、等高線に平行して南西方向から北東方向かつ て 5 m程直線的に走り、方向を変えて北西方

向lか ら南東方向に向かつて直線的に走る。 流路は L字状を呈する。 M-002 ・ 003 北西方向ー南東方向

流路・ 00 6 ・ 007 と 4m- 6m間隔でほぼ平行して走る。 本選構北西部の1:+1凶方向一北東方向に走る流

路でM - 004 と直交する 。 また、問逃檎南部で1-1 -002 を切り、 D -0 1 4 に切られる。 延長18.30m 、

最大脇2.60m、深さ O.02-0.39m を測る 。

M-004 

調査区中央部北側、等高線に平行して北西方向から南東方向に向かつて直線的に走る。 M - 0 0 2 ・ o 0 

3 北西方向 南東方向流路 ， 006 ・ 007 とほぼ平行して走る。 本遺構北凶昔1IでM - 003 の南西方向

北東}J向に走る流路と直交する。 延長1O.OOm、最大幅O.60m、深さ O.06-0. 16m を捌1) る 。
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第 3節古噴時代

M-005 ・ M-006

調張区南阿部、等高線に平行して走る。 M-006 は北西方向から南東方向に向かつて 1111線的に走り、本

逃構南端でM - 005 に合流し、方向を変えて北東方向から南西方向に向かつて Illl線的に走る 。 両遺構の合

流部で D -0 1 5 に切られる。 M - 0 0 5 は延長12.00m、最大幅1.20m、深さ O.l3-0.28m 、 M- 006 は

延長1.60m 、最大幅1.40m、深さ O.02-0.20m それぞれ出Ijる 。

M-007 

調査区北西端、等高線に平行して北凶方向から南東方向に向かつて曲線的に走る 。 M-002 ・ 003 北

西方向一南東方向流路 004 ・ 006 とほぼ平行して走る 。 本遺構南端H-005 を切る。 延長1 1.00m 、

最大幅 1.80m、深さO.Ol-0.33m を測る 。

第 5 項調査区出土造物 (第29図)

歴史時代以降の造物 1 点、確認調査11\土遺物のうち 3 点、計 4 点を図示した。

1- 2 は土師器杯である。 1 は口縁- J.良部113迫存する 。 法量は、復元口径8.2cm、器高2.0cm、復元底径

6.0cm を訓1) る 。 ロクロ成形後、口縁部ヨコナデ、体邸内面ヘラナデ、体部 |ご端iへラ削り 。 底音1\切り離しは回

転糸切り 。 古墳時代後期の D -0 0 7 から出土しているが、流れ込みであると思われる 。 2 は口縁3/4程が

逃存し、体部~底部が完存する。 法iilは、口径13.2cm、器開4.7cmを測る。 口縁者1\ ヨコナデ、体音1\ヘラ削り

後、戸、j而1のみヘラナデ。 2 は土日iU線建で、口縁者111/4程、目阿部113程が遺存し、底部が完存ーする。 法量は、復

元口径14.6c.m、最大径15.6cm、器商16.6cm、底径7cmを測る。 口縁部ヨコナデ、体部ヘラ削り後、外面へラ

ミ ガキ、 r);ll面ヘラナデ、底部ヘラ削り 。 3 は円筒埴輪の底部破片で、重量は68.9gを iJlI) る 。 2 ・ 3 は調査区

中央やや西よりの第 4 トレンチから、 4 は調査区南端の第 2 トレンチから出土 した。

ミ主主ア1

。 (1 :4) 10cm 
3 

4 

。 (1 : 2) 10cm 

第29図調査区日i土造物
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第 2 章 遠山瓜ヶ作台遺跡

第 2 章遠山瓜ヶ作台遺跡
第 1 節概要 (第30図)

遠山瓜ヶ作台遺跡は、舌状台地である遠山支台の南側先端部に属する馬の背状の台地上に立地する 。 標高

30-40mを測る 。 遺構は溝 1 条、炭窯 1 基が検出された。 造物は土師器の破片が出土しているが、図示する

までには至らなかった。

@ 主、
20 

コ

図 テスト ピ y 卜

。 (1 : 4凹) 40m 

第30図 遠山瓜ヶ作台遺跡逃構配置図
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第 1 !市縄文時代の様相

第 3 章 まとめ

迷111瓜ヶ作谷逃跡からは、縄文|時代・古墳Ucj代後期lの遺物 ・ 遺構が検出された。 以 F に時代勾;の概要を記

してまとめとする 。

自1'>; 1 節縦文時代の様相

~述してきたように調査区内からは、制文l時代の住居跡や犀外炉等の生前遺構の痕跡は検出されなかった。

また出 1 ・数の多かった加曽和JB式や荒海 2 式七日5でも、半完形まで復7じできるものもなく、底部片の出土数

もJfl載した 3 日のみである (注 1 )。 このことから本遺跡は縄文時代の各l時代において、生活の拠点となる

ことはなく、本遺跡の北に接する標高40111の独立台地上に集落 ( 11 1林のためか泣跡台帳には未登録) を常ん

だ人々が台地下の本遺跡を雌茨城として利用 した痕跡が逃物包含層として泣されたと解釈するのが穏当であ

ろう 。 (出 l二 した上器片の断而を在日祭するとあまり l輩減しているものはな く、台地上からの廃棄後は埋没過

程でローリング作肘を受けていない)

ではjH 定を豆ねて本遊跡の âlhJ ft成米:から台地上の泣跡の動 1"1 を窺ってみると、前. ，ド JUJはー過性の居イギが

なされ、後期加曽干1JB 式期と晩期l荒神ょ 2 ェU~Jに集孫が常まれたのであろう 。 (後j則 - 1晩WJでも集絡が常まれ

た時期以外は、一過性の用住と推定される)

そして合地仁で荒海式期の集絡が廃棄されたI:]'j、台地下の本遺跡は谷頭部の水上品に集まる似を対象にした

民1ììl (現令するi立構としては陥穴のみだが、昨今の研'先成果により誘導施設なとも想定される) のための狩

猟域として利用されたのであろう 。

� �' 1 長会常ノ前遺跡 (現在整理'1' ) は、本棚、から文谷筋 つ北に隔てた台地奥部を IJH析する谷頭上に形成

された荒海 4 式の泣物包合同であるが、先形まで復元できる個体はごく少なく、本跡と同じく破損し

た保物の廃棄域である 。 本跡、と i主うところは、土背任の底部が501間体分出|したことや:rr rr;Fや焼土跡、

廿粉などが伴山するなど刊'. i1îJ.N:跡を強く残している 。

第 2 �曻 古墳時代の犠相

l経穴1J:IA跡 5 料、揃!立柱建物跡 1 棟、上坑 6 ;1，1;、 7 条で構成される集落である。 台地|の北東方 IÎ'Iから市

山 }j向に 1"1けて 10m程度の比両をも って緩やかに傾斜する谷部に立地する。 谷部全l自1が剥有されたわけでは

なく 、 m格は調査l互北側に民 1I目す る可能性がある。

l持穴住!日J 跡にiJi:絞関係を持たないことやl時期の明らかな竪穴住居跡から判断すると、 6 1世紀後半から 7 世

紀初vfìにかけて継続した集落とすることができる 。 上坑を除き、各iit椛の主軸は、等間J線とほぼ平行あるい

は直交|刈係にあることや、集落の占地がIk\'J則的に変化 しないこと(第31肉 ) などから、この谷部をー単位と

して ~rl lÍlii 的に営まれた集格とすることができるであろう 。

T今地平rll.ðl\ではなく台地縁辺白1 \ . l'千百1\ . 低地に立地する追跡、としては、松尾町八1+1 木 1+1台遺跡・ I Li武町井

之 I.: ill跡・ 111[~11rJ 古街遺跡 ・ 佐合 dJ)J~巻遺跡・松尾町 '1'1r遺跡 (第 1 Jj(ロ8) などがあげられる 。

八川λ;川 fì遺跡では舌状台地の縁辺古1\に市tjW.~代後期から平安時代の集部が、 ) 1 之 1 .遺跡では、介地の縁

辺古1\に市上白l時代後期から奈良 ・平安l時代のm裕が、 I~宿逃跡では低{立段丘にft良時代の集吉年が、腰巻遺跡で

は谷底古1\ ( 占噴時代後期) からそのi'ì-成部を見 l、 ろす台地の縁辺部 (平安時代) に立地する集泌が、 '1 '谷迫
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第3 1図 遠山瓜ヶ作谷遺跡古墳時代集落変遷図

第 3 1;1 まとめ

④ 

亡コ 6世紀後半

巳ヨ 7 世紀初頭

跡では作田川谷に臨む古検時代中期・後期 ・ 平安時代の集落が、それぞれ営まれていた。 古宿追跡を除く遺

跡は、古墳時代中期から平安時代にかけて継続的にあるいは断続的に形成されたも のであり、 一集落として

認識するのは困難であろう 。 他方古宿遺跡は奈良時代にー低位段丘を単位 と して形成された集落であり、本

遺跡と共通 した性格を有している。
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涜d越弘主 所
司 • , 地

コー 北緯 東経 調守宅前杭
在

市町村 遺跡番号
. , . 調査期間j

n百2 
調査原因

法' "山..瓜4 時ヶが:作H t谷とに 首21読破芝進出挙冠7詳 12408 111文セ 1 97 351Jl' 140lJl' 010202 確立Z捌'1i'

kiS訴 77需地 他 39分 27分 -010228 (上防)

40秒 03f世 010301 270/2，7∞d 

-010329 ( n'1) 
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山武東総道

J .280m~ 路建設に伴
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所収遺跡名 種 別 主な時代 王な遺 構 主な 遺 物 特 記 事項

遠山瓜ヶ作谷 狩猟減 縄 文 陥穴 2 基、土坑 1 基 縄文土器 前期~晩期l

遺跡 ー ーーーー ー ー ーー ー ーーーーー ー ・ ーー ーー ー ー・ ・・ー ー ー 『 ーー ー ー - ー ー ーーーー ー ーー一 ーー ー 量ーー ー ーー ー ーー ー ー ー ーーーー ー ー ーー ー 一ー ーー ー
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建物跡 l 練、土坑 6 基、 鉄器、 磨石

溝 7 条

遠山瓜ヶ作台 散布地 古墳時代 構 H長 土師器

遺跡
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